
ボーリングコア写真 
 № R3.B-2 孔  GL±0.00m～－36.00m 

 
 

 
 

     
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 



土質ボーリング柱状図（標準貫入試験）

調 査 名

事業名または工事名

調査目的及び調査対象

(仮称)白石中央スマートインターチェンジ周辺地域における官民連携調査業務

土地造成  

ボ ー リ ン グ 名 調査位置 北 緯R3-B-2 宮城県白石市太平中目地内ほか 37°58′41.83″

発 注 機 関 調査期間 東 経宮城県白石市建設部都市創造課 令和04年03月09日～令和04年03月28日 140°36′56.49″

調 査 業 者 名 主任技師
現 場

代 理 人

コ ア

鑑 定 者

ボーリン

グ責任者
株式会社オリエンタルコンサルタンツ 中村 実 眞壁 豊治 地質調査技士

登録番号 第04813号

高橋 修
地質調査技士

登録番号 第22802号

齋藤 篤

孔 口 標 高 角

度

方

位

地
盤
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東邦製D-1型

ヤンマー製TEF120-M型 東邦製3B型
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記

事

地表部に草根含む。
φ5～30㎜程の亜円礫を含
む。細粒分全体に混入する。

全体に不均質である。
全体の所々にφ2～30mm程の
亜角礫～亜円礫を含む。
含水は中位である。

非常に含水多い。粒径不均一
である。所々にφ5～30㎜程
の亜角礫を含む。最大礫径は
φ50㎜程である。3.70m以深
は礫分少量になる。
少量の湧水あり、被圧水位GL
＋1.50mである。

全体に腐植物を少量含む。砂
分全体に混入する。含水は中
位である。

全体にφ5～10㎜程のやや硬
質な亜角礫を多く含む。
含水は中位である。所々に腐
植物を少量含む。
上部の5.70～5.90m区間に細
粒分やや多く混入する。
下部の7.00～7.50m区間に細
粒分多く混入する。

比較的全体に均質である。
粘着力やや強い。
含水は中位である。
下部の9.80m以深に軟質な亜
角礫を含む。

細粒分全体に混入する。
所々に腐植物を少量含む。
所々にφ10㎜程の亜角礫を少
量含む。
含水中位である。

11.80m付近に火山灰層薄く挟
む。
全体に細粒分を少量含む。
φ10㎜程の亜角礫含む。
全体的に均質である。含水は
少量である。
粗粒分全体に少量混入する。
不均一な砂質土で、ところど
ころ有機物を含む。
φ5～30㎜程の亜角～亜円礫
を主体とする。細粒分全体に
少量混入する。
上部の14.70～14.90m区間に
有機質シルト層を挟む。
15.0m付近掘進時、湧水を確
認。湧水量0.7ｌ/分、被圧水
位GL.+1.50m。

全体に不均質である。所々に
粗粒分多く混入する。また
所々にφ10㎜程の亜角礫を少
量含む。
上部の15.50～15.60m区間に
は有機質シルトを挟む。
15.90ｍ付近に砂層を薄く挟
む。
16.50～17.00m付近掘進時に
湧水を確認。湧水高ＧＬ
+1.98m。
18.00m付近に腐植物を含む。
全体に含水は中位で、下部に
伴い含水やや多くなる。

φ5～10㎜程の亜円礫を主体
とする。マトリックスは細粒
分と粗粒分である。
22.70m付近掘進時、湧水を確
認。湧水量45ｌ/分、被圧水
位GL+5.10mである。

中砂～粗砂が主体である。
φ5㎜程の亜角礫や亜円礫を

孔

内

水

位

／

測

定

年

月

日

3/18
-5.45

3/15
-4.70

3/10
-1.40

3/11
-1.05

3/10
1.40

試 料 採 取

深

度

(m)

試

料

番

号

採

取

方

法

室

内

試

験

2.00

2.50

2-1 - 物理

3.00

3.45

2-2 - 物理

5.00

5.50

2-3 - 物理

7.70

8.50

2-4 T
物理一
軸圧密

11.00

11.45

2-5 - 物理

削

孔

月

日

3/10

3/11

3/14

3/15

3/16

標

尺

(m)

標

高

(m)

深

度

(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

56.63 0.30

56.13 0.80

54.28 2.65

52.33 4.60

51.43 5.50

49.23 7.70

46.93 10.00

45.43 11.50

44.98 11.95

44.43 12.50

44.03 12.90

43.23 13.70

42.23 14.70

41.33 15.60

34.43 22.50

32.43 24.50

Ｎ

値

標 準 貫 入 試 験

100mmごと

の打撃回数

深

度

(m)

0

～

100

100

～

200

200

～

300

打

撃

ご

と

の

貫

入

量

回

の

貫

入

量

50 自

沈

時

の

貫

入

量

N  値

0 10 20 30 40 50

1.15

1.45
2 2 2 6

300
6.0

2.15

2.50
1 2 2
80 120 150

5
350

4.3

3.15

3.45
1 1

180 120
2

300
2.0

4.15

4.50
1 2

200 150
3

350

2.6

5.15

5.50
2 2 2

150
6

350
5.1

6.15

6.45
2 2 2 6

300
6.0

7.15

7.45
1 1 1

110 90
3

300
3.0

8.15

8.46
2 2

150 160
4

310
3.9

9.15

9.47
2 1 2

120 90 110
5

320
4.7

10.15

10.45
3 4 4 11

300
11.0

11.15

11.45
4 3 3 10

300
10.0

12.15

12.45
2 2 2 6

300
6.0

13.15

13.45
4 9 11 24

300
24.0

14.15

14.45
15 14 9 38

300
38.0

15.15

15.45
5 4 3 12

300
12.0

16.15

16.45
3 4 3 10

300
10.0

17.15

17.45
2 3 3 8

300
8.0

18.15

18.45
3 3 4 10

300
10.0

19.15

19.45
3 4 4 11

300
11.0

20.15

20.45
2 2 2 6

300
6.0

21.15

21.45
4 3 5 12

300
12.0

22.15

22.45
2 3 3 8

300
8.0

23.15

23.45
7 14 15 36

300
36.0

24.15

24.45
5 4 2 11

300
11.0

25.15

原 位 置 試 験

深

度

(m)

試 験 名
及 び 結 果

・孔内載荷試験

8.40
孔内載荷試験



砂
礫

礫混じり
粗砂

砂質シル
ト

粘土混じ
り砂礫

礫
混
じ
り
砂
質
シ
ル
ト

粘土質シ
ルト

粘
土
混
じ
り
砂
礫

玉石混じ
り砂礫

暗
褐

暗
灰

暗
灰

青
灰

緑
青
灰
～
暗
褐

茶
褐
～
暗
灰

暗
灰

rd2

rd2

rd5

rd5

中
位
の

rc4

rc4

位GL+5.10mである。

中砂～粗砂が主体である。
φ5㎜程の亜角礫や亜円礫を
少量含む。
含水やや多い。

25.90～26.00m区間に火山灰
層を挟む。
φ5～30m程の硬質な角礫が主
である。最大礫径はφ50㎜程
度である。
全体に細粒分を混入する。

全体に不均質である。
含水は少量である。
粘着性やや強い。
所々に細～中砂やφ5～40㎜
程の亜円～亜角礫を少量含
む。
29.80m以深は粗粒分極少量に
なる。

含水少量である。
比較的均質である。
所々に腐植物を少量含む。
32.85ｍ付近に腐植木片少量
含む。

φ5～60㎜程の硬質な亜円礫
が主である。礫はやや硬質な
安山岩礫である。
マトリックスは中砂～粗砂で
ある。全体に細粒分を少量混
入する。

φ90～150㎜程の硬質な安山
岩礫が主体である。
最大礫径φ250㎜程の安山岩
質玉石である。
全体に細粒分を極少量混入す
る。
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